
更新分レジメン（2023年5月～2024年3月追加分）

頭頚部がん

ペムブロリズマブ＋FP 進行再発

使用薬剤 投与日 投与経路 投与時間 1コース 備考

ペムブロリズマブ 200 mg/body D1 点滴静注 30分間

シスプラチン 100 mg/㎡ D1 点滴静注 120分間

フルオロウラシル 1000 mg/㎡ D1-4 点滴静注 24時間

食道がん

ニボルマブ（q2w）＋イピリムマブ 進行再発

使用薬剤 投与日 投与経路 投与時間 1コース 備考

ニボルマブ 240 mg/body D1,15,29 点滴静注 30分間

イピリムマブ 1 mg/kg D1 点滴静注 30分間

mFOLFOX6+RT（放射線療法） 主な使用目的 進行再発

使用薬剤 投与日 投与経路 投与時間 1コース 備考

レボホリナート 200 mg/㎡ D1 点滴静注 120分間

オキサリプラチン 85 mg/㎡ D1 点滴静注 120分間

フルオロウラシル 400 mg/㎡ D1 点滴静注 全開投与

フルオロウラシル 1600 mg/㎡ D1 点滴静注 46時間

胃がん

ニボルマブ（q4w） 進行再発

使用薬剤 投与日 投与経路 投与時間 1コース 備考

ニボルマブ 480 mg/body D1 点滴静注 30分間 28日間

大腸がん

C-mab（q2w）＋CPT-11 主な使用目的 進行再発

使用薬剤 投与日 投与経路 投与時間 1コース 備考

セツキシマブ 500 mg/㎡ D1 点滴静注 120分間

イリノテカン 150 mg/㎡ D1 点滴静注 90分間

C-mab（q2w）＋FOLFIRI 主な使用目的 進行再発

使用薬剤 投与日 投与経路 投与時間 1コース 備考

セツキシマブ 500 mg/㎡ D1 点滴静注 120分間

レボホリナート 200 mg/㎡ D1 点滴静注 120分間

イリノテカン 150 mg/㎡ D1 点滴静注 120分間

フルオロウラシル 400 mg/㎡ D1 点滴静注 全開投与

フルオロウラシル 2400 mg/㎡ D1 点滴静注 46時間

C-mab（q2w）＋mFOLFOX6 主な使用目的 進行再発

使用薬剤 投与日 投与経路 投与時間 1コース 備考

セツキシマブ 500 mg/㎡ D1 点滴静注 120分間

レボホリナート 200 mg/㎡ D1 点滴静注 120分間

オキサリプラチン 85 mg/㎡ D1 点滴静注 120分間

フルオロウラシル 400 mg/㎡ D1 点滴静注 全開投与

フルオロウラシル 2400 mg/㎡ D1 点滴静注 46時間

投与量

14日間

持続投与フルオロウラシルの用量が

通常のmFOLFOX6と異なる

レボホリナートとオキサリプラチンは

同時投与

CVポート

携帯型インフューザーポンプ使用

投与量

投与量

投与量

投与量

投与量

主な使用目的

14日間

RAS遺伝子野生型

CVポート

レボホリナートとイリノテカンは

同時投与

携帯型インフューザーポンプ使用

14日間

RAS遺伝子野生型

CVポート

レボホリナートとオキサリプラチンは

同時投与

携帯型インフューザーポンプ使用

投与量

42日間

主な使用目的

21日間

主な使用目的

RAS遺伝子野生型

14日間



更新分レジメン（2023年5月～2024年3月追加分）

肝細胞がん

デュルバルマブ単剤療法 進行再発

使用薬剤 投与日 投与経路 投与時間 1コース 備考

デュルバルマブ

（体重30kg超）
1500 mg/body D1 点滴静注 60分間

デュルバルマブ

（体重30kg以下）
20 mg/kg D1 点滴静注 60分間

①　デュルバルマブ＋トレメリムマブ 進行再発

使用薬剤 投与日 投与経路 投与時間 1コース 備考

デュルバルマブ

（体重30kg超）
1500 mg/body

デュルバルマブ

（体重30kg以下）
20 mg/kg

トレメリムマブ

（体重30kg超）
300 mg/body

トレメリムマブ

（体重30kg以下）
4 mg/kg

②以降　デュルバルマブ維持療法 進行再発

使用薬剤 投与日 投与経路 投与時間 1コース 備考

デュルバルマブ

（体重30kg超）
1500 mg/body D1 点滴静注 60分間

デュルバルマブ

（体重30kg以下）
20 mg/kg D1 点滴静注 60分間

その他：神経内分泌腫瘍

CBDCA/CPT-11 進行再発

使用薬剤 投与日 投与経路 投与時間 1コース 備考

カルボプラチン D1 点滴静注 60分間

イリノテカン 50 mg/㎡ D1,8,15 点滴静注 90分間

乳がん（周術期：術後）

フェスゴ配合皮下注 術後補助

使用薬剤 投与日 投与経路 投与時間 1コース 備考

フェスゴ配合皮下注IN D1 皮下注 8分間

フェスゴ配合皮下注MA D1 皮下注 5分間

乳がん（進行再発）

フェスゴ配合皮下注 進行再発

使用薬剤 投与日 投与経路 投与時間 1コース 備考

フェスゴ配合皮下注IN D1 皮下注 8分間

フェスゴ配合皮下注MA D1 皮下注 5分間

HER2陽性症例

前回投与から6週間以上のときには、

フェスゴ配合皮下注INから再開

投与量

維持投与

初回投与

投与量

28日間

主な使用目的

①コース終了後は、

「②以降　デュルバルマブ維持療

法」へ移行する

主な使用目的

HER2陽性症例

前回投与から6週間以上のときには、

フェスゴ配合皮下注INから再開

投与量

維持投与

投与量

投与量

投与量

28日間

主な使用目的

主な使用目的

28日間

21日間

AUC 5

主な使用目的

初回投与

21日間

主な使用目的

28日間

D1

D1 点滴静注 60分間

点滴静注 60分間



更新分レジメン（2023年5月～2024年3月追加分）

非小細胞肺がん

【CRT後】デュルバルマブ維持療法 進行再発

使用薬剤 投与日 投与経路 投与時間 1コース 備考

デュルバルマブ

（体重30kg超）
1500 mg/body D1 点滴静注 60分間

デュルバルマブ

（体重30kg以下）
20 mg/kg D1 点滴静注 60分間

①-④　Durva＋Treme＋CBDCA/PEM

使用薬剤 投与日 投与経路 投与時間 1コース 備考

デュルバルマブ 1500 mg/body D1 点滴静注 60分間

トレメリムマブ 75 mg/body D1 点滴静注 60分間

カルボプラチン D1 点滴静注 60分間

ペメトレキセド 500 mg/㎡ D1 点滴静注 10分間

⑤、⑦以降　Durva＋PEM（Durva＋Treme＋CBDCA/PEM）

使用薬剤 投与日 投与経路 投与時間 1コース 備考

デュルバルマブ 1500 mg/body D1 点滴静注 60分間

ペメトレキセド 500 mg/㎡ D1 点滴静注 10分間

⑥　Durva＋Treme＋PEM（Durva＋Treme＋CBDCA/PEM）

使用薬剤 投与日 投与経路 投与時間 1コース 備考

デュルバルマブ 1500 mg/body D1 点滴静注 60分間

トレメリムマブ 75 mg/body D1 点滴静注 60分間

ペメトレキセド 500 mg/㎡ D1 点滴静注 10分間

①-④　Durva＋Treme＋CDDP/PEM

使用薬剤 投与日 投与経路 投与時間 1コース 備考

デュルバルマブ 1500 mg/body D1 点滴静注 60分間

トレメリムマブ 75 mg/body D1 点滴静注 60分間

シスプラチン 75 mg/㎡ D1 点滴静注 120分間

ペメトレキセド 500 mg/㎡ D1 点滴静注 10分間

⑤、⑦以降　Durva＋PEM（Durva＋Treme＋CDDP/PEM）

使用薬剤 投与日 投与経路 投与時間 1コース 備考

デュルバルマブ 1500 mg/body D1 点滴静注 60分間

ペメトレキセド 500 mg/㎡ D1 点滴静注 10分間

⑥　Durva＋Treme＋PEM（Durva＋Treme＋CDDP/PEM）

使用薬剤 投与日 投与経路 投与時間 1コース 備考

デュルバルマブ 1500 mg/body D1 点滴静注 60分間

トレメリムマブ 75 mg/body D1 点滴静注 60分間

ペメトレキセド 500 mg/㎡ D1 点滴静注 10分間

①-④　Durva＋Treme＋CBDCA/nab-PTX

使用薬剤 投与日 投与経路 投与時間 1コース 備考

デュルバルマブ 1500 mg/body D1 点滴静注 60分間

トレメリムマブ 75 mg/body D1 点滴静注 60分間

パクリタキセル

（アルブミン懸濁型）
100 mg/㎡ D1,8,15 点滴静注 30分間

カルボプラチン D1 点滴静注 60分間

⑤、⑦以降　Durva（Durva＋Treme＋CBDCA/nab-PTX）

使用薬剤 投与日 投与経路 投与時間 1コース 備考

デュルバルマブ 1500 mg/body D1 点滴静注 60分間 28日間

⑥　Durva＋Treme（Durva＋Treme＋CBDCA/nab-PTX）

使用薬剤 投与日 投与経路 投与時間 1コース 備考

デュルバルマブ 1500 mg/body D1 点滴静注 60分間

トレメリムマブ 75 mg/body D1 点滴静注 60分間

28日間

ｗCBDCA/PTX conc TRT後の

地固め療法

最大13コース（1年間）まで

※添付文書改訂による用法用量変更

投与量

28日間

葉酸（パンビタン末）連日内服

3コース毎にVB12筋注

投与量

28日間

葉酸（パンビタン末）連日内服

3コース毎にVB12筋注

投与量

28日間

投与量

21日間

投与量

投与量

21日間

葉酸（パンビタン末）連日内服

3コース毎にVB12筋注

AUC 5

主な使用目的

投与量

AUC 6

28日間

葉酸（パンビタン末）連日内服

3コース毎にVB12筋注

投与量

28日間

葉酸（パンビタン末）連日内服

3コース毎にVB12筋注

投与量

21日間

葉酸（パンビタン末）連日内服

3コース毎にVB12筋注

投与量



更新分レジメン（2023年5月～2024年3月追加分）

非ホジキンリンパ腫

Pola-BR

使用薬剤 投与日 投与経路 投与時間 1コース 備考

リツキシマブ 375 mg/㎡ D1 点滴静注 医師指示

ポラツズマブ 1.8 mg/kg D2 点滴静注 90分間

ベンダムスチン 90 mg/㎡ D2-3 点滴静注 60分間

Pola-RCHP

使用薬剤 投与日 投与経路 投与時間 1コース 備考

リツキシマブ 375 mg/㎡ D1 点滴静注 医師指示

ポラツズマブ 1.8 mg/kg D2 点滴静注 90分間

シクロホスファミド 750 mg/㎡ D2 点滴静注 120分間

ドキソルビシン 50 mg/㎡ D2 点滴静注 30分間

プレドニゾロン 100 mg/body D3－6 経口 1日2回

多発性骨髄腫

mVRd-Lite

使用薬剤 投与日 投与経路 投与時間 1コース 備考

ボルテゾミブ 1.3 mg/㎡ D1,8,15,22 皮下注

レナリドミド 15-25 mg/body D1-21 経口 1日1回

デキサメタゾン 20 mg/body

D1,2,8,9,

15,16,

22,23

経口 1日1回

白血病

LDAC（Low-Dose Ara-C）/ベネトクラクス

使用薬剤 投与日 投与経路 投与時間 1コース 備考

シタラビン 20 mg/㎡ D1-10 皮下注

ベネトクラクス 100-600 mg/body 連日 経口 1日1回

造血器腫瘍（その他）

①-②　DCyBorD＜原発性アミロイドーシス＞

使用薬剤 投与日 投与経路 投与時間 1コース 備考

ダラツムマブ 1800 mg/body D1,8,15,22 皮下注

ボルテゾミブ 1.3 mg/㎡ D1,8,15,22 皮下注

シクロホスファミド 300 mg/㎡ D1,8,15,22 経口 1日1回

デキサメタゾン 20 mg/body

D1,2,8,9,

15,16,

22,23

経口 1日1回

③-⑥　DCyBorD＜原発性アミロイドーシス＞

使用薬剤 投与日 投与経路 投与時間 1コース 備考

ダラツムマブ 1800 mg/body D1,15 皮下注

ボルテゾミブ 1.3 mg/㎡ D1,8,15,22 皮下注

シクロホスファミド 300 mg/㎡ D1,8,15,22 経口 1日1回

デキサメタゾン 20 mg/body

D1,2,8,9,

15,16,

22,23

経口 1日1回

⑦以降　DCyBorD＜原発性アミロイドーシス＞

使用薬剤 投与日 投与経路 投与時間 1コース 備考

ダラツムマブ 1800 mg/body D1 皮下注 28日間

投与量

投与量

28日間

投与量

28日間

休日等により投与日程変更あり

投与量

28日間

移植前導入治療として他院からの依頼

で

使用

投与量

28日間

投与量

21日間

状況によって薬剤投与日・投与順番の

変更あり

プレドニゾロン内服はD2のPola-CHP

投与日の翌日から4日間

※Pola-CHPは前投薬にプレドニンを

点滴投与している。点滴・内服合わせて

合計5日間

投与量

21日間

状況によって薬剤投与日・投与順番の

変更あり


